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研究成果の概要（和文）：吃音児の類型的鑑別の基礎資料とするため、ＡＤＨＤ児の言語発達、

語用的能力、コミュニケーション能力の観察、評価および吃音症状について発達性吃音児との 

対比を行った。言語発達について、やや遅れがみられる者があり、語用的能力、コミュニケー

ション能力に問題がある者が観察された。吃音症状は発達性吃音児より重い傾向がみられた。 

今後多数事例について縦断的に検討することが必要である。 

 
 
研究成果の概要（英文）：Language development and communication and pragmatic ability  
in ADHD children were analyzed by tests and observation to get fundamental data to be 
used for differential diagnosis of stuttering children. Some subjects showed delayed 
language development and problems in communication and pragmatic ability. They 
showed more severe stuttering symptoms than the symptoms in developmental 
stuttering children. More subjects to be surveyed longitudinally to know language 
abilities in ADHD children. 
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１．研究開始当初の背景 
ＡＤＨＤ児は学校教育の場で、教育困難性を
示しており、対応の方法に工夫が必要とされ
ていた。しかし、ＡＤＨＤ児の言語コミュニ
ケーション行動に関して十分な資料が得ら

れていなかった。また、コミュニケーション
行動に関して吃音児には相当数ＡＤＨＤ児
が含まれているという外国での指摘がみら
れていた。このことからＡＤＨＤ児の言語コ
ミュニケーション行動の精査は吃音児の類
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型的分類に関して基礎的資料とするととも
に学齢期の対応について有用な手掛かりと
なると考えられた。 
 
２．研究の目的 
ＡＤＨＤ児の発話行動を詳しく観察・評
価し、吃音児の非流暢性発話が生じるメ
カニズムおよび、その類型的分類の基礎
資料を検討することが目的である。 
 
３．研究の方法 

(1) 言語検査所見その他を用いた言語発達

経過を検討した。 

Ｎ病院でＡＤＨＤと診断された４歳から８

歳の５４名の対象児に関して①,対象児の特

徴、②初診時主訴、③診断時年齢、④初診時

年齢からＡＤＨＤの診断時年齢までの経過

月、⑤言語発達の経過（初語出現の年齢、１

～３歳までの言語発達経過）、⑥吃音の発現

の有無、⑦ＷＩＳＣⅢの言語性知能等につい

て検討した。 

(２）ＡＤＨＤ児における吃音症状の特徴の

検討 

９歳児について発達性吃音児事例との吃音

症状の対比を行ない吃音の状況の差異を検

討した。 

(３）知能検査：ＷＩＳＣⅢからみた言語能

力の検討 

言語性ＩＱ，動作性ＩＱ，全ＩＱ、下位検査

の検討を行った。 

(４）コミュニケーション能力・語用的能力

の検討 

７歳児４名について、母子場面におけるコミ

ュニケーション行動および語用的能力につ

いての観察・検討を行った。 

 

 

４．研究成果 

(1）５４名のうちＡＤＨＤのみを示した２２

名については、やや遅れが見られる者と定型

発達に比べ、遜色のない者がみられた。吃音

症状がみられた者はみられなかった。国内に

おける先行研究も参照すると、ＡＤＨＤ児に

おいて吃音症状を持つものは３％程度かと

推測された。ＰＤＤが併存している者２２名

は保護者の気づきが早く、言語行動の発達が

遅い傾向がみられた。言語発達の経過につい

て概要は把握できたもののその詳細を知る

には縦断的検査・観察が必要であることが示

唆された。 

 

(2）吃音症状の特徴 

９歳児の日常場面に近似した母子場面にお 

いて吃音生起時の緊張が高いこと、吃音症状 

の生起が１発語文内で多くみられる傾向が

認められた。ＡＤＨＤ児では発達性吃音児に

比べ重篤化傾向が強いことが予想されたが、

今後、多数事例での検討が必要と判断された。 

 また、発話流暢性や発話速度については特

徴的な所見はみられなかった。 

 

 (３）ＷＩＳＣⅢでの結果では、前述前者２

２名で全ＩＱが１００未満は１１名で、言語

性ＩＱは１名以外平均域以上であった。全Ｉ

Ｑは米国での先行研究より高い傾向がみら

れた。 

群指数については、言語理解より知覚統合が

低く、注意記憶・処理速度は２名が低い以外

は概ね平均以上であった。下位検査評価点の

分布は全ＩＱが低いほどバラつきがあり、６

以下のものは２名であった。５名については、

初診時はＡＤＨＤ特有の主訴があげられて

いるものの、検査時の会話では実用上著名な

問題は挙げられていなかった。 

(４）コミュニケーション能力・語用的能力 

語用的能力の適切さの評価を行ったが、個人

差が大きく、コミュニケーション成立の範疇

内のものと範疇外のものがあり、その適切さ

の程度の度合いを詳細に検討するとともに、

社会的不適応の程度との相関に注目しなが

らコミュニケーション成立の程度を規定す

る要因についてなお追及を続けている途上

にある。今後多数事例での縦断的な検討が必

要である。 

 

以上の結果を概括すると、言語能力の発達は

やや遅れる傾向がみられるとともに言語発

達状態にはかなりバラツキがあった。この実

態を明らかにするためには、少なくとも５０

事例の詳細な観察が必要と考えられる。言

語・コミュニケーション能力の問題は対人関

係の成立・学校への適応に大きく影響してい

ると判断された。今後、これらの様相は神経

学的な所見と詳細な対応をはかりつつ多数

事例について検討していくことが必要であ

る。また、前記の５４名について吃音症状を

呈した者はみられなかった。 

次に、現在の国内のＡＤＨＤ児の総体的な研

究において、学習障害、広範性発達障害との

重なりについてまだ十分な検討がなされて

いない状況であるので、ＡＤＨＤ児の状態像

を把握する上で縦断的に検討していくこと

が必要と思われる。 
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